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ある. 定義規定の見直しでは, ｢入浴, 排せつ, 食事そ
の他の介護｣ から ｢心身の状況に応じた介護｣ に改めら
れ認知症などの心のケアを含めた心身の介護へと改定さ
れている. 義務規定の見直しでは, 現行の ｢信用失墜行
為の禁止｣ ｢秘密保持義務｣ ｢連携｣ ｢名称の使用制限｣
に加えて, ｢誠実義務｣ ｢資質向上の責務｣ が新たに追加
された. ｢誠実義務｣ では, 個人の尊厳の保持と自立支











本学では, この 11 項目を踏まえて介護実習の目標を
掲げている3). 介護実習は 1 年生の後期に介護実習Ⅰ
(12 日間) と介護実習Ⅱ (3 週間), 2 年生の後期に介護



































4 . 介護を必要とする人の潜在能力を引き出し, 活用・発揮させることの意義について理解する.
5 . 利用者本位のサービスを提供するために, 多職種協働によるチームアプローチの必要性を理解できる.
6 . 介護に関する社会保障の制度, 施策について基本的理解ができる.
7 . 他の職種の役割を理解し, チームに参画する能力を養う.





















下 ｢入学時｣ とする), ｢現在の考え｣ (以下 ｢現在｣












有効回収数 27 名 (回収率 89.9％) であった. 性別は,
男性が 11 名 (40.7％), 女性は 16 名 (59.3％) であっ
た.
レポートから抽出された介護に対する考え方の記載は
163 件であった (表 2). 入学時の介護に対する考え方に
ついては 53 件, 現在の介護に対する考え方については
110 件の記載があり, 入学時の約 2倍になった. 以下,
入学時と現在のカテゴリー・サブカテゴリーについて結




え方｣ 34 件 (64.2％), ｢介護に対する理解｣ 15 件
(28.3％), ｢介護に対する興味｣ 4 件 (7.5％) の 3 つ
のカテゴリーとなった. もっとも記載が多かった ｢介
護の実践の捉え方｣ のサブカテゴリーは 7つとなった
(表 2). もっとも記載内容が多かった内容は ｢介護者
が一方的に介護するイメージ｣ 11 件 (20.8％) で,
その記載内容としては ｢お世話をする｣ や ｢介護者が
一方的に介護をする｣, ｢全介助｣ などの介護者がすべ
てお世話することが介護と考えている内容であった.
次に ｢できないことだけをサポートする｣ 6 件 (11.3




できる仕事｣ が 5 件 (9.4％) となり, ｢誰にでもでき
る｣ や ｢コミュニケーション｣, ｢淡々と作業｣ の記載
があった. 次に ｢価値｣ が 4 件 (7.5％) となり, ｢や
りがいがある｣, ｢楽しそう｣ などの記載があった. 次
に ｢心理的・社会的負担｣ と ｢マイナスイメージ｣ が
ともに 3件 (5.7％) であった. ｢心理的・社会的負担｣
の記載内容は ｢人間関係｣, ｢重労働｣, ｢腰痛｣ の記載
があった. ｢マイナスイメージ｣ の記載内容は, ｢マイ
ナスのイメージが強い｣, ｢マイナスなイメージばかり｣
などマイナスという言葉がそのまま記載されていた.
そして, サブカテゴリーの 6つ目として ｢身体的負担｣




の未修得｣ 13 件 (24.5％) であった. その記載内容
として ｢介護を軽く考えていた｣ や ｢介護過程を知ら
なかった｣, ｢勉強をする必要がない｣ などの記載があ
り, 介護は知識が無くてもできるのではないかと考え
ている内容であった. 次に ｢対象者の理解｣ が 2 件










｢％｣：入学時の 53 件および介護総合実習履修前の 110 件に対する割合
表 介護に対する考え方 (入学時と介護総合実習履修前)
カテゴリー
入学時 (n＝53) 介護総合実習履修前 (n＝110)






























コミュニケーション 2 知識・技術・能力が必要 4
淡々と作業 1 誰にでもできる仕事ではない 1
効率性 1





楽しそう 1 やりがいがある仕事 3
実技が一番 1 利用者が ｢かわいい｣ ことに癒された 1
｢ありがとう｣ と言ってもらえた 1
楽しいことが多い 1




























わからなかった 1 視点 4
認知症を理解していなかった 1 観察 3
知識がなかった 1 記録 2









利用者の方が満足していただける介護 1 自立支援の視点 8
利用者主体 4
心のケア 3
小合計 2 3.8% 小合計 26 23.6%
























合 計 0 0.0% 合 計 19 17.3%
して ｢否定的興味｣ が 4 件 (7.5％) であった. ｢否定





践の捉え方｣ 42 件 (38.2％), ｢介護に対する理解｣ 47
件 (42.7％), ｢自分自身の変化｣ 19 件 (17.3％) の 3
つのカテゴリーとなった (表 2).
まず 1つ目の ｢介護の実践の捉え方｣ のサブカテゴ
リーは 4つとなった. もっとも記載が多かった内容は
｢価値｣ 15 件 (13.6％) であった. その記載内容とし
て ｢深くて大変な仕事｣, ｢やりがいがある仕事｣ とい
う記載があり, 入学時の ｢心理的・社会的負担｣ や
｢身体的負担｣ などの大変な仕事という否定的な捉え
方ではなくなっていた. 次に多いサブカテゴリーは







ではない｣ が 11 件 (10.0％) で, ｢コミュニケーショ
ン技術｣ や ｢知識・技術・能力が必要｣ など介護をす
るには知識や技術が必要と考えている記載があった.
そして, ｢すべて世話をすることではない｣ が 2 件
(1.8％) であった.
2 つ目のカテゴリー ｢介護に対する理解｣ のサブカ
テゴリーは 3つとなった. もっとも記載が多かった内
容は ｢対象者の理解｣ が 26 件 (23.6％) であった.
その記載内容として ｢利用者理解｣ や ｢自立支援の視
点｣, ｢利用者主体｣ などの記載があった. 次に ｢基本
的知識・技術の修得｣ が 21 件 (19.1％) であった.
その記載内容として, ｢連携が必要｣, ｢視点｣, ｢観察｣,
｢記録｣ などの記載があった. そして ｢基本的知識・
技術の未修得｣ で 2 件 (1.8％) であり, ｢現場での経
験を重ねたいという気持ちもある｣ との記載があった.
3 つ目の ｢自分自身の変化｣ のサブカテゴリーは 2
つとなった. 記載が多かった内容は ｢自分自身の成長｣
が 15 件 (13.6％) であった. その記載内容は ｢自分
の成長｣ をあげており, 具体的な内容として ｢知識が
増えた｣, ｢考えが深まった｣ など入学してから 1年半
で自分自身が変化していることの記載がみられた. そ







しては ｢大学での学び｣ をあげている学生が 17 名
(63.0％), 次に, 1 年生の ｢介護実習｣ をあげている
学生が 15 名 (55.6％) いた.












カテゴリーは ｢介護に対する理解｣ と ｢介護の実践の捉
え方｣ の 2つのカテゴリーであった. それらのサブカテ
ゴリーの内容は全く異なる内容となっている. 入学時の























次に ｢テレビのワイドショー｣ となっている. そのため
学生自らが介護についての情報を入手しているのではな
く, 介護現場で何らかの問題が起きたときに報道される



















現在の ｢介護に対する理解｣ については, 基本的知識・
技術の修得と対象者の理解の 2つのサブカテゴリーが増
加した. 大学で 1年半介護について学び, 介護実習Ⅰ・
Ⅱを経験した事で, 観察, 記録, 連携が必要など介護過
程を展開していくなかで重要となってくる視点ならびに
認知症や法の知識が重要になってくることを学び, その
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2 ) 厚生労働省：社会福祉士及び介護福祉士法等の一部
を改正する法律 (平成 19 年法律 第 125 号) 平成 19
年 12 月 5 日
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